
第411回市（入札日 2017年12月15日）

― 単価5万円超、販売金額1億円超、元落ち1%。ナラ・メジロカバはじめ全面高 ―

出品量は2,017.0m3と、目標の2,000m3に達しました。ナラやメジロカバを中心に、突板

・樽・楽器など高付加価値用途に合致する良材が多く出品されたため、入札は非常に活発

で、単価は52,146円/m3、元落ち率は1.0%という、最盛期らしい市となりました。入札終

了後、会場の方々からため息まじりに聞こえる「高かった!」の声が印象的でした。

次回（第412回）は1月26日（金）です。

○出品数量

官材・単 椪 373.1m3 587椪 1,229本

官材・ロット 168.7m3 27椪 1,032本

民材・単 椪 1,261.6m3 1,699椪 3,941本

民材・ロット 213.6m3 26椪 1,552本

計 2,017.0m3 2,339椪 7,754本

（樹種別）

タモ328.7m3・863本、マカバ11.2m3・22本、セン127.4m3・323本、ナラ457.1m3・1,765本、

ニレ63.7m3・129本、キハダ10.8m3・35本、クルミ35.4m3・161本、アサダ8.5m3・28本、ホ

ホ35.0m3・199本、エンジュ19.0m3・203本、カツラ55.3m3・110本、ザツカバ23.4m3・76本、

シュリ20.6m3・91本、イタヤ54.8m3・237本、サクラ36.5m3・205本、シナ98.6m3・368本、

メジロカバ530.1m3・2,579本、ウォールナット20.4m3・12本、アオダモ1.2m3・12本、その

他67.6m3・217本（広葉樹計2,005.2m3・7,635本）、イチイ6.7m3・113本、アカエゾマツ-m3

・-本、クロエゾマツ5.1m3・6本、カラマツ-m3・-本（針葉樹計11.8m3・119本）

○販売数量 1,995.9m3（元落ち率1.0%）

○販売金額 1億406万円（1m3あたり平均52,146円（前回44,868円））

○主要樹種の平均単価（1m3あたり、カッコ内は前回）

タ モ 68,060円（67,611円） キハダ 28,160円（25,284円）

マカバ 53,784円（61,135円） カツラ 52,406円（37,256円）

セ ン 63,699円（49,584円） ザツカバ 42,248円（35,070円）

ナ ラ 56,913円（50,965円） メジロカバ 56,878円（48,999円）

ニ レ 38,610円（32,360円）

○高値（１m3あたり、外材のみの樹種およびイチイ・エンジュを除く。）

①335,300円（セン 3.0m、64cm、1本、1.229m3、官材（石狩署））

②312,000円（タモ 3.0m、68cm、1本、1.387m3、民材）

③247,000円（カツラ 5.4m、76cm、1本、3.119m3、官材（十勝東部署））

2018年1月11日作成（嶋瀬）


